
平成 28年度厚生労働省委託 治療と職業生活の両立等支援対策事業 

治療と職業生活の両立支援セミナー（参加費無料） 

 

 

 

 厚生労働省では、疾病を抱えた労働者の、治療と職業生活の両立支

援を推進するため、企業向けのガイドラインを作成・公表していま

す（平成 28 年 2 月）。 

 この度、ガイドラインの付属資料として、がんに加え、新たに脳卒

中、肝疾患の方の治療と仕事の両立支援のための留意事項も作成し

ます。 

 セミナーでは、疾病に共通する両立支援のポイントや、疾病特有の

留意事項として、「脳卒中」「肝疾患」の場合の留意事項について解

説します。 

 企業の経営者や人事労務担当者、産業医や保健師をはじめとした産

業保健スタッフ等の皆様はぜひご参加いただき、疾病を有する方への対応に当たって

お役立てください。 

 

会 場 

東京会場：TKP 神田ビジネスセンターANNEX（ホール８I） 
2017 年 3 月 2 日（木） 

14 時～16 時 

大阪会場：TKP ガーデンシティ東梅田（バンケット５A） 
2017 年 3 月 9 日（木） 

14 時～16 時 

広島会場：TKP ガーデンシティ PREMIUM 広島駅前（ホール７A） 
2017 年 3 月 13 日（月） 

14 時～16 時 

対 象 

企業の経営者や人事労務担当者、産業医や保健師をはじめとした産業保健スタッフ、社会保険労務士等、

治療と職業生活の両立支援に関わる皆様（定員：先着申込制。東京 100名、大阪・広島各 70名） 

プログラム（予定）  ＊13:30 開場。プログラムの詳細は会場によって変更する場合があります。 

14:00 ○基調講演 

講師：県立広島大学大学院経営管理研究科教授 木谷 宏氏 *1 

○ガイドライン・留意事項（がん、脳卒中、肝炎の方の治療と仕事の両立支援）に関する解説 

講師：産業保健総合推進センター 

中国労災病院 治療就労両立支援部長 豊田章宏氏 *2 

東海大学医学部 客員教授 渡辺哲氏 *3 
 

*1 平成 28 年度「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドライン」に関する委員会座長 

*2 平成 28 年度「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドライン」脳血管疾患作業部会座長 

*3 平成 28 年度「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドライン」肝炎作業部会座長 

16:00 閉会 



会場のご案内 

東
京
会
場 

 

TKP神田ビジネスセンターANNEX 

住所：東京都千代田区神田美土代町 1 

住友商事美土代ビル 8F 

最寄駅： 

◆JR 神田駅 北口 徒歩 7 分  

◆東京メトロ銀座線 神田駅 徒歩 7 分  

◆都営新宿線 小川町駅 出口 B6 徒歩 2 分  

◆東京メトロ丸ノ内線 淡路町駅 出口B6 徒歩 2分  

◆東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅 出口 B6 徒歩 2 分 

 

【申し込み締め切り】2017 年 2月 24日 
 

大
阪
会
場 

TKPガーデンシティ東梅田 

住所：大阪市北区曽根崎 2-11-16 

最寄駅： 

◆大阪市営谷町線 東梅田駅 6 番出口(H-80) 徒歩 1 分  

◆大阪市営御堂筋線 梅田駅 南改札 徒歩 4 分  

◆阪神本線 梅田駅 東改札 徒歩 4 分  

◆阪急線 梅田駅 徒歩 8 分  

◆JR 大阪駅 御堂筋口 徒歩 6 分  

◆大阪市営四つ橋線 西梅田駅 北改札 徒歩 10 分 

 

【申し込み締め切り】2017 年３月 3日 
  

広
島
会
場 

TKPガーデンシティ PREMIUM広島駅前 

住所：広島県広島市南区大須賀町 13-9 

ベルヴュオフィス広島 

 

最寄駅： 

◆広島電鉄 広島駅 徒歩 3 分  

◆ＪＲ広島駅 南口 徒歩 2 分  

 

 

 

【申し込み締め切り】2017 年３月８日 
 

 
 

参加をご希望の方は、セミナーホームページからお申し込みください。 

（https://www.mizuho-ir.co.jp/seminar/info/2017/h28ryou-chiryo/index.html） 

定員になり次第締め切らせていただきます。 

  

【事務局】みずほ情報総研株式会社 社会政策コンサルティング部 担当：志岐・西山・斉藤 

     電話：0120-145-277（平日 10～17 時） 

E-mail：chiryo-ryouritsu@mizuho-ir.co.jp 

【委託元】厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課 

お申し込み方法 

お問い合わせ先 


